
2024・3・7
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価〇印 コメント
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：平日及び土曜日の公開を５回以上実施した。

３：３～４回実施した。

２：１～２回実施した。

１：１回未満の実施であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

Ｃ 0学校行事・授業における児童の学びの
様子の理解を図り、家庭・地域と連携
して児童を育てるため、平日及び土曜
日の授業を公開する。

4

１：
８
０％
以下

Ｄ 0
研究室訪問、国際理解のための交流
等、東京工業大学・地域と連携した教
育活動を実施する。

4

4

　保護者アンケートで「学校は、
地域、外部の力（学習の専門家）
を子供たちの教育活動に活かして
いる。」の肯定的な評価の割合
は、96.6％であった。
　サイエンス・コミュニケーショ
ン科の学習を通して東京工業大学
や上野恩賜動物公園教職員との授
業を計画的に行っており、東京工
業大学とは留学生との国際交流会
を行った。低学年生活科、安全指
導では保護者の協力を、３年生で
は地域校外学習で地域の協力を、
４年では福祉体験学習では関係機
関の協力を得て授業を行ってき
た。
　また、地域の行事、イベントへ
参加として、特色ある教育活動の
和太鼓学習では校内外に広く披露
する活動を行ってきた。
また、地域学校協働本部「清水窪
応援隊」の協力により、土曜・夏

Ａ 8

・学校、家庭、地域との連携は子どもたちにとって将来社
会に出た時に必ず役に立つことを十分に教えていただきた
い。先生方にも子ども達と一緒に地域のイベントに参加し
て頂きたい。
・学校ﾌﾞﾛｸﾞを楽しく拝見させていただいてます。「清水
窪応援隊」のご尽力には頭が下がる。
・今年度はｺﾛﾅ前に行っていた地域の方と1年生の交流も開
催できました。今後も地域の方との交流を継続してほし
い。
・地域の行事、ｲﾍﾞﾝﾄ、和太鼓など教員、児童の努力を感
じさせていただきました。
・わくわくｽｸｰﾙの充実、東工大との協力が他校にはない特
色でとても良いと思います。自治会との協力ももっと知っ
てもらえると良いと思う。
・学校、地域が一体となって教育を推進していると評価で
きる。東工大を含む地域の方々、清水窪応援隊の方々に敬
意を表す。

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成し
て、評価に必要な学校の情報を適切に
提供し、適正な評価を受けるよう努め

4
３：
９
０％
以上

B 2

プ

ラ

ン

６

　

学

校

・

家

庭

・

地

域

が

一

体

と

なっ

て

と

も

に

進

め

る

教

育

学校・家
庭・地域が
担う役割な
どを明確に
し、地域に
開かれた教
育の実現を
目指しま
す。また、
相互の連携
を深め、子
どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等
をホームページ等で公開及び更新する
ことにより、積極的に情報を発信す

4

　保護者アンケート
で「学校は、地域、
外部の力（学習の専
門家）を子供たちの
教育活動に活かして
いる。」の肯定的な
評価の割合（４段階
上位２位までの割

合）

４：
９
５％
以上

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

4
２：
８
０％
以上

Ｃ 0
校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

4

１：
７
０％
以下

Ｄ 0
サイエンススクールとして、の環境整
備を行うとともに、理科・サイエンス
コミュニケーション科の授業力向上を
図るための研究授業を行う。

4

4

　サイエンススクールとして理
科・サイエンスコミュニケーショ
ン科に対する指導力向上について
の取組は保護者、全教員がおおむ
ね及第点の評価である。
　保護者による公開授業アンケー
トにおいては、肯定的な評価の割
合は、99％もの高評価を受けてい
る。
　一方、児童の教育環境の整備に
対しては否定的及び不明という回
答が９％あり、来年度の研究発表
会に向けて校内環境整備に更に取
り組んでいきたい。ホームページ
学校生活ブログにおいても定期的
に校内掲示物、展示物等の紹介を
行っていく。

Ａ 7

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの学校ﾌﾞﾛｸﾞは校長先生、副校長先生が毎日ｱｯ
ﾌﾟして学校生活がよく分かる。保護者にももっと見てほし
い。
・先生方に教育以外の雑務が増えている気がして心配で
す。ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙになったことで教育以外の事務作業が増え
ないようにしたい。
・毎日のﾌﾞﾛｸﾞ更新は大変なことと思いますが、学校の様
子が知れてとてもとても良いと思います。引き続き更新し
ていただければと思う。
・ｻｲｴﾝｽｽｸｰﾙとして魅力ある環境が作られていると評価で
きる。先生方の努力に敬意を表す。一方で、保護者の過大
な期待があるように見受けられる。これにはﾌﾟﾗﾝ1に書い
たように、ｻｲｴﾝｽには基礎学力が重要であることを認識さ
せる方策が必要であろう。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。

4
３：
８
０％
以上
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児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

4

　保護者による公開
授業アンケートにお
いて肯定的な評価の
割合（(４段階上位２

位までの割合）

４：
９
０％
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

4
２：
７
０％
以上

Ｃ 0

健康で活力ある生活を創り出す力を育
てるため、健康観察「元気いっぱい○年
生」の取り組みを実施する。

4

１：
８
０％
以下

Ｄ 0

3

　児童アンケートで「休み時間の
遊びや運動、早寝・早起き・朝ご
はんなど、健康に気を付けて生活
している。」の肯定的な回答の割
合は、90.5％であった。多数の児童
が、よく体を動かしたり、基本的
な生活習慣に気を付けたりしなが
ら過ごしていると言える。
　一方、否定的な回答も見られ、
家庭の都合や通塾によって夜遅く
まで起き、寝不足気味の実態が伺
える。家庭とも連携を図り、児童
の心身ともに安定した日常生活を
築く必要がある。
　今年度行ってきた体育的行事や
運動週間・月間の取組に加えて、
休み時間の外遊びを全校的に奨励
し、体を動かすことの好きな児童
を更に育てていきたい。

Ａ 7

・最近の子ども達の体力低下に対する予防を認識し、しっ
かりと対処されていると感じる。
・「早寝・早起き・朝ごはん」家庭で指導することが、今
は学校が保護者に対しても啓発しなければならないのは大
変な事であると感じる。
・栄養士の先生から、給食のいろいろな取り組みを伺えて
よかった。献立作りの大変さを実感した。
・通塾により寝る時間が遅い為、改善を図りたいと思いま
す。体調不良に繋がるため、保護者の意識改善が必要と思
う。
・中休み、昼休みに5分でもいいから外で遊ぼうとする姿
は子どもらしくて良いと思います。縄跳びの検定結果を見
せてくれたり、何飛びができる様になったと教えてくれた
り、体を動かすことが多いのは良いことだと思う。
・健全な子どもが育成されていると評価できる。先生がた
の努力に敬意を表す。
・学校ではｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装の校庭を評価しているようだが、
早稲田大学が人工芝の校庭によって天然芝同様に児童の運
動遊びが多様化するという研究結果を発表している。ｺﾞﾑ

給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

4

３：
９
０％
以上
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育成や、運
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ど、生涯に
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る意識の向
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ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取
組等を通して、児童・生徒や保護者に
対し、望ましい生活習慣についての意
識啓発を行う。

4

児童アンケートで
「休み時間の遊びや
運動、早寝・早起
き・朝ごはんなど、
健康に気を付けて生
活している。」の肯
定的な回答の割合(４
段階上位２位までの

割合）

４：
９
５％
以上

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を
推進する。

4

２：
８
０％
以上

２：
８
０％
以上 Ｃ 0

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

4
１：
８
０％
以下 Ｄ 0「たてわり班」活動を活用した取り組

みを計画的に行い、異学年交流の充実
を図る。

4

4

　児童アンケートで「友達と仲良
く過ごしている」の肯定的な回答
の割合は、96.4%であった。多くの
児童が、友達と関わりながら学校
で学校生活を前向きに楽しんでい
ることが伺える。
　たてわり班活動は、たてわり音
読、全校遠足のほか毎月定期的に
活動や話し合いを行ってきてい
る。休み時間には縄跳びや伝承遊
び、ボールゲーム等をい学年で行
う姿を多く見かける。コロナ禍で
の様々な規制は外れ、安定した学
校生活を過ごすことができている
ことが伺える。
　特別支援やいじめ・不登校につ
いては定期的な校内委員会に加え
て臨時に委員会を開催するなど、
迅速に対応するために、常に校内
体制を整え、日々の児童記録を取
り、関係職員で共有している。改
善傾向が見られ、今後も継続す
る。

Ａ 9

・全教員による密の連絡・連携がしっかり実行されてい
る。今後もおこぼれの生徒が出ないよう努力をして頂きま
すようお願いしたい。
・たてわり班活動は、清水窪小学校では20年以上前から続
いている取り組みです。児童数が増えて大変だと思います
が、継続していただきたい。
・多くの児童は学校生活を楽しく過ごしているように思
う。一方で教室に入れない児童もたまに見うけられます。
先生方も対応が大変かと思うが、ぜひそのような児童に寄
り添っていただければと思う。
・ﾒﾝﾀﾙｹｱ、いじめ、不登校などの難しい問題に適切に対応
できる組織であると評価できる。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための取
組を行う。

3
３：
９
０％
以上 Ｂ 2
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子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
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自他の生命
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小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうとする意識
を高める。

4

児童アンケートで
「友達と仲良く過ご
している」の肯定的
な回答の割合(４段階
上位２位までの割

合）

４：
９
５％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられ
る児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

3

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

4

Ｃ 0
授業改善推進プランを、授業に生か
す。

3

１：
8０％
以下 Ｄ 0ＩＣＴを効果的に活用した授業を展開

する。
3

４：
９
５％
以上

3

　児童アンケートで「学習が楽し
い」の肯定的な回答の割合は、
90.8％であった。
多くの児童が、学校での学習（授
業）を前向きに楽しみながら取り
組んでいることが伺える。
　一方、どの学年も少数ではある
が、肯定的に捉えられていない児
童もいる。「分かった。」「でき
た。」という学びの楽しさを味わ
うことのできる授業の改善に取り
組む必要がある。
　また、教員は、ICTに関するミニ
研修を毎週行い、自校、他校の実
践例から学びICT授業活用技術の向
上を図っている。来年度からは新
しいコンテンツの活用も含め、更
なる情報共有の場を確保してい
く。

Ａ 9

・子ども達の学習意欲をいかに引き出すかの努力が感じら
れる。
・来年度はICT授業をゆっくり参観したい。
・小学生の基本は基礎だと思います。少数派ではある児童
が、勉強嫌いにならないように対応して頂きたい。
・6年生の教科担任制の取組は画期的だと思います。
・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ学習を推進しているが、授業中に関係ないものを
見れてしまったり、ｹﾞｰﾑを隠れていしている話を聞くと授
業中は先生の顔を見て話を聞くことに集中してほしいと思
いました。便利な面もあるので難しいと思いますが、使わ
ないときはﾀﾌﾞﾚｯﾄを閉じて欲しいと思う。
・全ての児童が学習を肯定的にとらえるのはなかなか難し
いと思いますが、「なぜその学習が必要なのか」が理解で
きる様になれば少し肯定的な意見も増える様に思う。
・自己評価は適切なものと判断出来る。95％以上になるよ
う一層の努力を求める。

３：
９
０％
以上

Ｂ 2

２：
8０％
以上

4

プ

ラ

ン

２

　

学

力

の

向

上

児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや学
習方法について、指導する。

4

　児童アンケートで
「学習が楽しい」の
肯定的な回答の割合
(４段階上位２位まで

の割合）

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者
に知らせる。

3

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

4

4

２：
８
０％
以上 Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。

4
１：
８
０％
未満 Ｄ 0

理科・サイエンスコミュニケーション
科を重点として、対話を通して、主体
的に問題解決する力を育む授業を行
い、科学教育を推進する。

10

・全教員の前向きな教育実施が感じられた。特にｻｲｴﾝｽに
関しては、子ども達の発表会において非常に楽しんで各研
究に取り組んだ様子が見られた。
・今年度は、ｺﾛﾅ禍前に行っていた東工大の留学生との交
流会も年2回行えたので、外国の方とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの機会が
増えよかった。
・保護者からの期待が大きい中、先生方はその期待以上の
指導をして下さっていると思う。
・ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙで6年生の学びの集大成である卒業研究の
発表を聞かせていただきました。自分の考えをまとめて分
かりやすくｱｳﾄﾌﾟｯﾄする力がしっかり定着していると思
う。
・人権を尊重する教育について児童への浸透が高く、発言
をする前に一呼吸おいて考えて発言する様子が見られて
り、大人のﾌﾞﾗｯｸﾕｰﾓｱに対して人権侵害を訴えている児童
をよく見かけました。
・6年生のｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙの発表はとても素晴らしかった。
それぞれの研究ﾃｰﾏも個性的で面白かった。生活科、理科
の学習への興味から他の教科への興味に繋がってくれる事
を期待する。
・ｻｲｴﾝｽは単に興味の対象ではなく、その理解は社会生活
において不可決なものとなっている。この意味でｻｲｴﾝｽへ
の興味喚起はもちろん必要である。しかし、将来ｻｲｴﾝｽを
専門とする子どもはもちろん、一般のｻｲｴﾝｽをきちんと理
解できる子どもに育つためにも、基礎学力が最も重要であ
ることを、保護者・教員双方がきちんと認識しておく必要

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かし
た体験活動や理数授業等を実施する。

4
３：
９
０％
以上 Ｂ 1学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指

し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施
する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した
授業を実施する。

学校関係者記入欄

プ

ラ

ン

１

　

未

来

社

会

を

創

造

的

に

生

き

る

子

供

の

育

成

コミュニ
ケーション
能力、情報
活用能力、
ともに生き
る力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能
力の育成等を図っている。

4

　保護者アンケート
で「おおたサイエン
ススクールとして、
児童の科学への関心
や能力を高めてい
る。」の肯定的な回
答の割合(４段階上位
２位までの割合）

４：
９
５％
以上

4

　保護者アンケートで「おおたサ
イエンススクールとして、児童の
科学への関心や能力を高めてい
る。」の肯定的な回答の割合は、
99.0%であった。
　今年度は、大田区教育委員会教
育研究推進校の１年次として６回
の校内研究会、４回の理科研修
会、５回のOJT研修会、また東京
都理科研究会や他校との交流授業
研究を行い、教員の指導力の向上
が図れた。
　サイエンス・コミュニケーショ
ン科の授業では東京工業大学や上
野恩賜動物公園教職員との授業を
計画的に行い、日常的にも科学に
対する興味関心がもてるような取
り組みを行ってきた。
　校内学習環境の整備を今後の課
題とし、新しい情報、知識等を展
示、掲示していきたい。

Ａ

令和５年度　大田区立清水窪小学校　自己評価　報告書

　　・児童数：３７２、学級数：１３、教員数：１９（５月１日現在）　　開校９１周年（11月22日）
　　・平成２３年度より「おおたサイエンススクール」指定校（大田区教育委員会理科教育推進拠点校）、平成２５年度より「文部科学省教育課程特例校」として独自教科「サイエンス・コミュニケーション科」を新設
　　・令和５年度より「コミュニティ・スクール」として学校運営協議会及び地域学校協働本部（清水窪応援隊）を設置
　　・令和５・６年度大田区教育委員会教育研究推進校に指定 　研究主題「未来の科学を担う『科学大好きな子ども』を育てる」
　　・令和５年度子どもの生きる力を育むプログラム「大田区における特色ある教育の推進」事業実施校として、和太鼓学習「清水窪かしわ太鼓」を実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「取組内容」の網掛けは、学校独自の内容で

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


